
4広報ななお
春の叙勲（旭日双光章）　宮本惣一郎さん (70 歳 )　中島町小牧　元石川県議会議員
※本人さまの意向により、写真およびコメントの掲載は控えさせていただきました。

叙勲・褒章
長年にわたり
それぞれの分野で
尽力された方々が、
栄誉に輝かれました。

６
期
22
年

間
、
市
議
会

議
員
と
し
て

議
長
な
ど
の

要
職
を
歴

任
。「
地
域

に
入
り
込
み
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け

た
。
信
条
は『
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
』。

常
に
自
分
の
目
と
耳
で
現
地
を
確
認
し

た
」
と
学
ぶ
姿
勢
を
忘
れ
な
い
。
奉
燈

の
格
納
庫
建
設
、
赤
色
の
路
面
舗
装
な

ど
に
力
を
注
い
だ
。「
地
域
の
た
め
に
」

と
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
言
葉
か
ら
七

尾
を
想
う
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
た
。

18
歳
か
ら
働

き
は
じ
め
、

覚
え
る
こ
と

の
多
さ
と
仕

事
の
忙
し
さ

に
「
朝
か
ら

晩
ま
で
が
む
し
ゃ
ら
だ
っ
た
」
と
振
り

返
る
。
平
成
６
年
に
『
伝
統
工
芸
士
』

に
認
定
さ
れ
る
と
、「
大
量
生
産
の
商
品

に
は
絶
対
負
け
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
」
と
職
人
の
血
が
騒

ぐ
。「
い
い
お
客
さ
ん
に
恵
ま
れ
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
道
に
生
涯
現
役
を
貫
き
た

い
」
と
視
線
は
前
を
向
く
。 昭

和
40
年
か

ら
約
45
年

間
、
消
防
団

活
動
に
尽

力
。
責
任
の

重
さ
と
使
命

感
を
先
輩
か
ら
厳
し
く
教
え
込
ま
れ
た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
、
団
長
時
代
に
は

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
、
か
つ
自

分
が
預
か
る
消
防
団
員
の
身
の
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
に
全
神
経
を
注
い
だ
。

「
自
分
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
誰
が
や
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
だ
っ
た
。
消
防
団

は
自
分
の
誇
り
」
と
胸
を
張
る
。

「
昭
和
48
年

に
入
隊
し
、

負
け
ず
嫌
い

の
性
格
か
ら

か
、
他
の
分

団
に
負
け
た

く
な
い
と
必
死
で
訓
練
を
積
ん
だ
。
訓

練
大
会
で
は
、
当
時
無
名
だ
っ
た
東
湊

分
団
で
７
年
連
続
優
勝
し
た
の
が
一
番

の
思
い
出
」
と
、
一
途
な
性
格
が
伺
え

た
。「
団
長
の
立
場
か
ら
団
員
確
保
が
一

番
の
課
題
。
組
織
体
制
を
衰
え
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
課
題
を
解
消
し
て
い
き
た

い
」
と
使
命
感
に
燃
え
る
。 昭

和
30
年
に

崎
山
消
防
団

に
入
隊
し
、

平
成
22
年
に

退
団
。
消
防

団
活
動
54
年

間
を
全
う
し
た
。「
昭
和
32
年
、
団
長
か

ら
い
つ
か
非
常
召
集
訓
練
あ
る
ぞ
と
言

わ
れ
、
一
番
に
半
鐘
が
あ
る
や
ぐ
ら
に

駆
け
つ
け
よ
う
と
夜
も
眠
れ
な
か
っ
た
」

と
若
き
日
の
思
い
出
話
を
語
っ
て
く
れ

た
。
退
団
後
も
町
会
長
と
し
て
自
主
防

災
や
地
域
活
動
に
貢
献
し
た
い
と
意
欲

を
見
せ
る
。

「
安
全
確
保

の
た
め
に
、

楽
な
訓
練
は

自
分
の
死
に

つ
な
が
る
。

そ
れ
で
は
、

市
民
を
救
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
部
下

に
は
口
す
っ
ぱ
く
言
っ
て
き
た
」
と
市

民
を
守
る
使
命
感
と
部
下
を
守
る
愛
情

が
に
じ
み
出
る
。「
消
防
士
は
職
業
。
し

か
し
、
消
防
団
員
は
別
の
職
を
持
ち
、

地
域
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
。
団

員
の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
」
と
消
防

団
へ
の
感
謝
の
想
い
は
忘
れ
て
い
な
い
。

『
地
域
と
と

も
に
あ
る
警

察
官
』
を
信

条
に
41
年
間

勤
め
、
自
ら

の
希
望
で
35

年
間
、
駐
在
所
や
交
番
に
勤
務
。「
勤
務

地
が
好
き
に
な
り
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
も
好
き
に
な
る
」
と
横
に
い
た
奥

様
が
話
す
と
、
は
に
か
む
場
面
も
。
退

職
後
は
町
会
長
な
ど
を
務
め
、「
今
で
も

地
域
の
た
め
に
、
地
域
が
望
む
こ
と
に

協
力
し
た
い
」
と
昔
と
変
わ
ら
ぬ
姿
を

持
ち
続
け
て
い
る
。

●
旭
日
小
綬
章

●
瑞
宝
単
光
章

●
藍
綬
褒
章

●
瑞
宝
双
光
章

●
瑞
宝
双
光
章

●
瑞
宝
単
光
章

●
瑞
宝
双
光
章

中な

か

に

し西　
博ひ

ろ
し

さ
ん

小こ

ば

や

し林　
憲け

ん

じ治
さ
ん

大お

お

ゆ湯　
政ま

さ

ゆ

き行
さ
ん

石い

し

が

き垣　
勝ま

さ
る

さ
ん

中な

か

お尾　
精せ

い

い

ち

ろ

う

一
郎
さ
ん

山や

ま

ざ

き﨑　
秀ひ

で

ゆ

き行
さ
ん

北き

た

の野　
慶け

い

じ嗣
さ
ん
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危険業務従事者叙勲 危険業務従事者叙勲

（
72
歳
）

和
倉
町



5 2011.8 月号

七色の旅
　私たちが住む七尾にある観光資源を再認識しようという企画、『七色の旅』。第４回目のテーマは「鉄道」です。
　平成３年９月１日に七尾線（津幡～和倉温泉）が電化され、今年で20周年を迎えます。この間、七尾線は地元住
民や観光客にとって重要な公共交通機関として、また七尾駅は能登半島の玄関口として大きな役割を担ってき
ました。
　今年は20周年を記念して、さまざまな企画が用意されています。皆さんもこの機会にご家族やご友人と、鉄道
の旅にでかけてみませんか。新しい出会いや発見があなたを待っているかもしれません。

―七尾市観光情報かわら版―

第 ４ 回 今回は「鉄道」の話だよ

年
月
日 　
　
　
　

で
き
ご
と

冶明
31 
４
24
七
尾
津
幡
間
お
よ
び

貨
物
線
七
尾
・
矢
田
新
間
開
通

正大
14
12
15
七
尾
・
和
倉
間
開
業

和昭
３
10
31
和
倉
・
能
登
中
島
間
開
業

７
８
27
能
登
中
島
・
穴
水
間
開
業

10
７
30
穴
水
・
輪
島
間
開
業

33
12
15
金
沢
・
七
尾
間
気
動
車
運
転
開
始

34
１
25
七
尾
線
気
動
車
、
和
倉
ま
で
延
長

34
12
19
七
尾
港
駅
に
お
け
る
貨
物
の
集
荷

お
よ
び
配
達
の
取
り
扱
い
廃
止

42
６
29
七
尾
駅
輸
送
本
部
庁
舎
完
成

55
７
１
和
倉
駅
を
和
倉
温
泉
駅
に
改
称

55
７
７
和
倉
温
泉
駅
舎
改
築
落
成

59
1
31
七
尾
港
駅
廃
止
、
85
年
の
歴
史
に

幕

62
４
１
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
金
沢

支
社
発
足

成平
３
９
１
七
尾
線
電
化
開
業

             （
津
幡
〜
和
倉
温
泉
）

の
と
鉄
道
へ
運
営
移
管

             （
和
倉
温
泉
〜
輪
島
）

10
４
24
七
尾
線
開
業
１
０
０
周
年

13
４
１
七
尾
線
穴
水
〜
輪
島
間　

鉄
道
事

業
廃
止
の
と
鉄
道
穴
水
〜
蛸
島
間

鉄
道
事
業
廃
止

22
３
13
七
尾
線
サ
ン
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
号
３

両
か
ら
６
両
編
成
に
、
４
往
復
運

転

23
７
1
七
尾
線
電
化
開
業
20
周
年
記
念

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行

七
尾
線
の
あ
ゆ
み

車両フェスタｉｎ七尾
七尾線で実際に使用されている車両を中心に、七尾駅構内で展
示・公開します。鉄道関連のさまざまなイベントは必見です！

■日時

10：30 ～ 15：00
８月27日（土）・28日（日）　

■場所　七尾駅構内
■内容　（１）４１５系電車と綱引き　（２）運転席乗車体験
　　　　（３）車内放送体験　　　　　（４）ミニＳＬ運転
　　　　（５）ジオラマ模型展示　　　（６）鉄道グッズ販売
　　　　（７）北陸の駅弁販売　　　　（８）二十歳の一日駅長
　　　　（９）ステージイベント　　　（10）テント市

     能登ふるさと博
                     フリーきっぷ

家族でのんびり能登時間

ＪＲの金沢～七尾間と、のと鉄道の七尾～
穴水間の普通列車が２日間乗り放題。
■料金　大人1,500円、こども300円
※２人以上同一行程の場合に限る。こども  
    のみの利用は不可。
■利用期間　９月30日（金）まで
　　※発売は９月28日（水）まで

七尾線の駅および観光地を巡りながらスタ
ンプを集めて、『和倉温泉宿泊ギフト券』や
『沿線の特産品』をゲットしよう！
■応募期間　９月30日(金)
※10月３日（月）の消印有効

※スタンプは、七尾線の主
要駅、観光地、のと鉄道の列
車内・駅に設置されていま
す。詳しくは専用のパンフ
レットをご覧ください。

　七尾市観光協会（七尾市観光交流課内）　☎53－8424

スタンプラリー

イメージ写真イメージ写真




